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問 地元要望の道路修繕の状況 
について。

答 200 万円以上の中規模 21 か 
所、200 万円未満の小規模 

5 か所の計 26 か所で修繕が完了しています。しかし、新
規の修繕要望が 8 件あり、とりわけ小規模修繕の要望は
増加しています。今後も小規模修繕に取り組みつつ、中
規模修繕は優先順位をつけて実施していきます。

問 道路修繕の予算規模について。 

答 地元要望の修繕に割り当てる予算規模が大きくな
り、地元の要望に着実に応えています。今後も事

業費を確保して工事の早期発注に努め、地元の期待に応
えたいと考えます。

問 申請件数、金額とも令和 3 年度、4 年度と比較して
大幅に増加した理由は。

答 物価高騰などによるコスト上昇が続いている社会
情勢に加え、申請方法等を簡易にしたことにより申

請しやくすなったことも増加の理由と考えます。

問 アラジンスタジアムの事務 
所の外壁損傷や雨漏りの修 

繕について。

答 外壁等の一部が傷み、また 
雨漏りがあることも把握しています。一度に全ての

修繕を行うことは多額の費用を要するため、順次計画を
立てて進めます

問 脱炭素先行地域づくり事業補助金が見込額を下
回った原因は。

答 事業の進捗が遅れ、令和 5 年 
10 月開始となったため、結果 

的に蓄電池への補助 1 件、蓄電池と 
太陽光発電の同時設置への補助 2 件 
の計 3 件となりました。問合せが多 
く、令和 6 年度の補助としたものも 
あります。

問 野生生物保護地区保全事業及び植生等の調査に関
し、長倉池のミズトラノオの植生状況は。

答 以前より植生範囲が狭まっている状況を確認して
おり、ため池の管理者を含めて群生地保護につい

て協議したいと考えています。

問 人権学習会のまちかどオンラインの実施方法につ
いて。

答 これまでの人権学習会には若い世代の参加が少な
かったため、小中学校の保護者を主な対象として、

手軽に受講できる人権動画のオンライン視聴とアンケー
ト回答という内容で実施しました。令和 5 年度は賀茂、
下里地区において開催し、65 人が参加されました。

問 財政収支見通しについての監査委員からの指摘を
踏まえた今後の大型事業の進め方について。

答（副市長）新中学校、病院、増築庁舎など多くの大
型事業を進めようとしていますが、各事業において

概算事業費や財源内訳、起債に対する償還計画を基に収
支計画を作成し、通常予算の 10 年計画と照らし合わせて、
大型事業の実施の可否を判断しています。

 

討　論
 

・令和 4 年度より黒字幅は縮小したが黒字決算となり、
基金残高は 10 億円増加、また市債残高は 10 億円減少し、
健全化判断比率は健全な財政状況を示している。歳入は
ふるさと納税により多額の寄附金を確保し、歳出は家計
の負担軽減と市民生活の安全・安心に重点を置いた施策
や、重要課題の解決に向けた事業に着手され、評価する。 
　ただし、今後進められる大型プロジェクト事業は大規
模な費用を伴うため、いま一度危機感を持って行財政改
革に取り組み、持続可能な加西市政を堅持することをお
願いしたい。（本会議）

・歳入から歳出を差し引いた収支が 1 億 8,000 万円超の
黒字となり、順調な決算内容と考えるが、流用について
は規定を明確化し、議会への説明が決算時点とならない
ようお願いしたい。（本会議）

議決結果
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